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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 20,419 △18.5 △1,731 ― △2,465 ― △2,546 ―

21年3月期第1四半期 25,066 ― △284 ― △131 ― △506 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △37.08 ―

21年3月期第1四半期 △7.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 85,171 36,738 43.1 534.87
21年3月期 89,232 39,091 43.8 568.85

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  36,738百万円 21年3月期  39,091百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00

22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

5.00 ― 5.00 10.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

52,000 △3.2 650 ― 200 ― △250 ― △3.64

通期 109,000 △2.5 2,400 ― 2,620 ― 1,420 ― 20.67
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想
に関する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 72,196,487株 21年3月期  72,196,487株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  3,509,989株 21年3月期  3,477,125株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 68,687,471株 21年3月期第1四半期 68,730,282株
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当第１四半期におけるわが国経済は、金融関連や株式市場において一部回復の兆しがみられたものの、企業収

益や雇用情勢の悪化、民間設備投資意欲の後退、個人消費の低迷など、大変厳しい状況で推移いたしました。 

当グループを取り巻く建設・住宅業界におきましても、世界経済の減速による景気後退が引き続き影響してお

り、民間設備投資は企業収益の悪化から大幅に減少、また、新設住宅着工戸数の水準も減少していることから、依

然として厳しい事業環境が続いております。 

 このような状況下におきまして、当第１四半期の売上高は、20,419百万円と前年同期に比べ4,646百万円(18.5%)

の減少となりました。収益面におきましては、原価及び固定費など企業コストの削減に努めたものの、売上高の減

少が大きく影響し、営業損失は1,731百万円（前年同期は営業損失284百万円）となり、持分法による投資損失を営

業外費用として計上しました結果、経常損失は2,465百万円（前年同期は経常損失131百万円）となりました。ま 

た、特別補修費等を特別損失として計上しました結果、四半期純損失は2,546百万円（前年同期は四半期純損失506

百万円）となりました。 

 事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。 

１．シャッター関連製品事業 

  建築着工数減少の影響から概ね低調傾向にあり、当第１四半期の売上高は9,230百万円（前年同期比23.3％ 

 減）、営業損失は167百万円（前年同期は営業利益534百万円）となりました。 

２．建材関連製品事業 

  マンション・オフィスビル向け等のドア及びパーティションが低調に推移したことや新設住宅着工数の減少に

 より住宅用建材も減収となった結果、当第１四半期の売上高は6,194百万円（前年同期比21.1％減）、営業損失 

 は652百万円（前年同期は営業損失163百万円）となりました。 

３．サービス事業 

  景気の先行きに対する不透明感から連結子会社文化シヤッターサービス株式会社の修理売上が低調に推移した

 ことや、保守体制強化のための先行投資を推し進めました結果、当第１四半期の売上高は2,449百万円（前年同 

 期比8.7％減）、営業損失は116百万円（前年同期は営業利益161百万円）となりました。 

４．リフォーム事業 

  リフォーム業界の競争激化の中で、連結子会社ゆとりフォーム株式会社の業績が堅調に推移したことにより、

 当第１四半期の売上高は1,879百万円（前年同期比5.4％増）となりましたが、業容拡大のための体制整備に対す

 る先行投資を推し進めました結果、営業損失は82百万円（前年同期は営業損失43百万円）となりました。 

５．その他事業 

  連結子会社におけるテント売上等のその他事業が低調傾向にあり、当第１四半期の売上高は665百万円（前年 

 同期比7.4％減）、営業損失は22百万円（前年同期は営業損失7百万円）となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報
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  当第１四半期連結会計期間末の総資産は85,171百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,060百万円減少しまし 

 た。流動資産は47,651百万円となり、3,858百万円減少しました。これは、現金及び預金が増加（1,499百万円）し 

 た一方で、受取手形及び売掛金が減少（6,593百万円）したことが主な要因であります。固定資産は37,520百万円と

 なり、202百万円減少しました。これは、投資有価証券が増加(109百万円）した一方で、建物及び構築物が減少 

 （139百万円）したことが主な要因であります。  

  当第１四半期連結会計期間末の負債は48,433百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,707百万円減少しました。

 流動負債は29,125百万円となり、1,378百万円減少しました。これは、短期借入金が増加（2,140百万円）した一方 

で、支払手形及び買掛金が減少（3,599百万円）したこと、賞与引当金が減少（709百万円）したことが主な要因であ

ります。固定負債は19,308百万円となり、328百万円減少しました。これは、役員退職慰労引当金が減少（305百万 

 円）したこと、退職給付引当金が減少（33百万円）したことが主な要因であります。 

  当第１四半期連結会計期間末の純資産は36,738百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,353百万円減少しまし 

 た。これは、その他有価証券評価差額金が増加（681百万円）した一方で、四半期純損失の計上（2,546百万円）、 

 配当金の支払い（481百万円）により利益剰余金が減少（3,027百万円）したことが主な要因であります。 

  

 （キャッシュ・フローについて） 

  当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は9,824百万円となり、前連結

 会計年度末に比べ1,492百万円（17.9％）増加しました。 

  当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は447百万円（前年同期は624百万円の使用）と 

 なりました。収入の主な内訳は、売上債権の減少額6,593百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額 

 3,599百万円、たな卸資産の増加額738百万円であります。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は581百万円（前年同期比31.4％減）となりま 

 した。収入の主な内訳は、貸付金の回収による収入27百万円であり、支出の主な内訳は、有形固定資産の取得によ 

 る支出387百万円、無形固定資産の取得による支出172百万円であります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は1,633百万円（前年同期比5.6％増）となりま 

 した。収入の主な内訳は、短期借入金の純増加額2,140百万円であり、支出の主な内訳は、配当金の支払額481百万 

 円であります。 

  

  

  平成22年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成21年５月18日に公表し

 た内容から変更ありません。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。  

  

①簡便な会計処理  

 ・固定資産の減価償却費の算定方法 

  一部の連結子会社は、固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているた

  め、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 ・税金費用の計算 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

  計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま 

  す。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

・完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関す

る会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計

期間に着手した工事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準

を適用しております。 

 なお、従来の方法によった場合と比べ、売上高、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える

影響はありません。  

  

（追加情報） 

有形固定資産の耐用年数の変更 

 当社及び連結子会社の機械装置の耐用年数については、前連結会計年度の第２四半期連結会計期間より、従来

の３年～13年から３年～12年に変更しております。この変更は、平成20年度の税制改正を契機に耐用年数を見直

したことによるものであります。また、耐用年数の変更に際して、会計システム整備の対応が遅延したことによ

り、前第１四半期連結累計期間は、従来の方法によっております。従って、前第１四半期連結累計期間と当第１

四半期連結累計期間で機械装置の耐用年数が異なっております。これにより、前第１四半期連結累計期間は、変

更後の耐用年数によった場合に比べて、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ13百万

円少なく計上されております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,123 8,624

受取手形及び売掛金 24,344 30,938

商品及び製品 6,741 6,032

仕掛品 644 628

原材料及び貯蔵品 2,566 2,552

その他 3,394 2,933

貸倒引当金 △164 △201

流動資産合計 47,651 51,509

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,794 8,934

土地 7,989 7,971

その他（純額） 3,432 3,263

有形固定資産合計 20,216 20,170

無形固定資産   

のれん 8 9

その他 1,052 973

無形固定資産合計 1,061 982

投資その他の資産   

投資有価証券 5,403 5,293

その他 11,844 12,177

貸倒引当金 △1,004 △901

投資その他の資産合計 16,242 16,569

固定資産合計 37,520 37,722

資産合計 85,171 89,232
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,347 19,946

短期借入金 3,590 1,450

未払法人税等 74 363

賞与引当金 989 1,699

役員賞与引当金 18 5

工事損失引当金 738 393

その他 7,366 6,645

流動負債合計 29,125 30,503

固定負債   

長期借入金 0 0

退職給付引当金 16,136 16,170

役員退職慰労引当金 478 783

圧縮未決算特別勘定 120 120

負ののれん 37 40

その他 2,534 2,522

固定負債合計 19,308 19,637

負債合計 48,433 50,140

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,051 15,051

資本剰余金 14,159 14,159

利益剰余金 8,187 11,214

自己株式 △1,249 △1,240

株主資本合計 36,149 39,185

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 576 △104

土地再評価差額金 0 －

為替換算調整勘定 12 10

評価・換算差額等合計 588 △93

純資産合計 36,738 39,091

負債純資産合計 85,171 89,232
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 25,066 20,419

売上原価 18,482 15,650

売上総利益 6,583 4,769

販売費及び一般管理費 6,867 6,500

営業損失（△） △284 △1,731

営業外収益   

受取利息 15 5

受取配当金 102 63

負ののれん償却額 2 2

助成金収入 － 30

その他 55 35

営業外収益合計 176 137

営業外費用   

支払利息 10 14

投資事業組合運用損 － 6

持分法による投資損失 － 819

その他 13 30

営業外費用合計 23 871

経常損失（△） △131 △2,465

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失   

固定資産除却損 13 0

減損損失 － 2

投資有価証券売却損 127 －

貸倒引当金繰入額 － 11

特別補修費 － 24

その他 64 3

特別損失合計 205 42

税金等調整前四半期純損失（△） △332 △2,508

法人税等 173 38

四半期純損失（△） △506 △2,546
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △332 △2,508

減価償却費 395 392

減損損失 － 2

負ののれん償却額 △2 △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 26 66

賞与引当金の増減額（△は減少） △838 △709

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △59 13

退職給付引当金の増減額（△は減少） △241 151

受取利息及び受取配当金 △118 △69

支払利息 10 14

持分法による投資損益（△は益） － 819

投資事業組合運用損益（△は益） － 6

投資有価証券評価損益（△は益） 23 1

投資有価証券売却損益（△は益） 127 －

固定資産処分損益（△は益） 13 0

売上債権の増減額（△は増加） 4,089 6,593

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,457 △738

仕入債務の増減額（△は減少） △1,817 △3,599

その他 △231 224

小計 △412 659

利息及び配当金の受取額 123 70

利息の支払額 △11 △15

法人税等の支払額 △323 △266

営業活動によるキャッシュ・フロー △624 447

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △76 △6

有形固定資産の取得による支出 △448 △387

無形固定資産の取得による支出 △57 △172

投資有価証券の取得による支出 △400 △0

投資有価証券の売却による収入 9 －

貸付けによる支出 △4 △41

貸付金の回収による収入 131 27

投資活動によるキャッシュ・フロー △847 △581

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,964 2,140

長期借入金の返済による支出 △11 △0

自己株式の取得による支出 △1 △0

自己株式の売却による収入 10 －

配当金の支払額 △412 △481

その他 △3 △24

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,547 1,633

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 75 1,492

現金及び現金同等物の期首残高 11,373 8,331

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,448 9,824
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 該当事項はありません。 

  

  

 （注）１．事業区分は、売上集計区分によっております。 

２．各事業の主要な製品 

(1）シャッター関連製品事業……軽量シャッター・重量シャッター・オーバードア・パネルシャッター・ 

               窓シャッター・シャッター関連 

(2）建材関連製品事業……………エクステリア・横引き雨戸・ドア・パーティション 

(3）サービス事業…………………保守・修理 

(4）リフォーム事業………………リフォーム 

(5）その他事業……………………賃貸収入   

３．追加情報 

前第１四半期連結累計期間  

 「４．その他 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のと

おり、前連結会計年度の第２四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数の変更を行っております。また、

耐用年数の変更に際して、会計システム整備の対応が遅延したことにより、前第１四半期連結累計期間は、従来

の方法によっております。従って、前第１四半期連結累計期間は、変更後の耐用年数によった場合に比べて、減

価償却費が、シャッター関連製品事業において６百万円、建材関連製品事業において６百万円、その他事業にお

いて１百万円少なく計上されており、営業利益（営業損失）が同額多く（少なく）計上されております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

シャッター
関連製品 
事業 

（百万円） 

建材関連 
製品事業 
（百万円） 

サービス
事業 

（百万円）

リフォーム
事業 

（百万円）

その他
事業 

（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                 

(1）外部顧客に対

する売上高 
 12,030  7,852  2,681  1,783  717  25,066  －  25,066

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 486  0  269  2  26  785 ( )785  －

    計  12,516  7,852  2,951  1,786  744  25,851 ( )785  25,066

  営業利益又は 

  営業損失(△) 
 534  △163  161  △43  △7  481 ( )765  △284

  

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

シャッター
関連製品 
事業 

（百万円） 

建材関連 
製品事業 
（百万円） 

サービス
事業 

（百万円）

リフォーム
事業 

（百万円）

その他
事業 

（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                 

(1）外部顧客に対

する売上高 
 9,230  6,194  2,449  1,879  665  20,419  －  20,419

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 484  0  125  0  20  630 ( )630  －

    計  9,714  6,194  2,574  1,880  685  21,049 ( )630  20,419

  営業損失(△)  △167  △652  △116  △82  △22  △1,041 ( )689  △1,731
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  前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間 

 （自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

     

  前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間 

 （自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

     

 該当事項はありません。 

  

(1）生産実績 

 当第１四半期連結累計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。 

 （注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

  

(2）商品仕入実績 

 当第１四半期連結累計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。 

 （注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報

事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

前年同四半期比（％）

シャッター関連製品事業（百万円）  5,135  76.0

建材関連製品事業（百万円）  2,179  85.1

サービス事業（百万円）  －  －

リフォーム事業（百万円）  －  －

その他事業（百万円）  151  99.8

合計（百万円）  7,466  78.8

事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

前年同四半期比（％）

シャッター関連製品事業（百万円）  576  88.3

建材関連製品事業（百万円）  2,334  72.8

サービス事業（百万円）  99  60.5

リフォーム事業（百万円）  1,308  97.4

その他事業（百万円）  252  48.2

合計（百万円）  4,571  77.6
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(3）受注状況 

 当第１四半期連結累計期間の受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。 

 （注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

  

(4）販売実績 

 当第１四半期連結累計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次の通りであります。 

 （注）セグメント間の取引については相殺消去しております。 

   

  

事業の種類別セグメ
ントの名称 

受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

シャッター関連製品

事業 
 9,719  70.2  13,377  73.9

建材関連製品事業  8,208  88.2  16,566  90.5

サービス事業  2,503  94.3  1,166  99.4

リフォーム事業  2,199  102.3  975  95.1

その他事業  866  88.3  1,811  213.5

合計  23,497  81.2  33,896  85.9

事業の種類別セグメントの名称 
当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

前年同四半期比（％）

シャッター関連製品事業（百万円）  9,230  76.7

建材関連製品事業（百万円）  6,194  78.9

サービス事業（百万円）  2,449  91.3

リフォーム事業（百万円）  1,879  105.4

その他事業（百万円）  665  92.6

合計（百万円）  20,419  81.5
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